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田　
　

島　
　
　
　
　

優

　
　
　

は
じ
め
に

　

『
日
本
霊
異
記
』
は
、
薬
師
寺
の
僧
景
戒
に
よ
っ
て
平
安
初
期
に
書
か
れ
た
最
古
の
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
漢
文
の

ス
タ
イ
ル
を
採
っ
て
い
る
。

昔
吾
与
兄
行
交
易
、
吾
得
銀
四
十
斤
許
、
時
兄
妬
忌
、
殺
吾
取
銀
、
自
爾
以
還
多
年
歳
、
往
来
人
畜
皆
踏
我
頭
、
大
徳
垂
慈
、
令
見
離

苦
故
、
不
忘
汝
恩
、
今
宵
報
耳
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
巻
第
十
二
縁
の
一
部
）

　

こ
の
部
分
を
、
例
え
ば
中
田
祝
夫
校
注
に
よ
る
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

日
本
霊
異
記
』（
小
学
館　

一
九
九
五
年　

以
下
、
新
全

集
と
略
す
）

（
注
１
）で

は
次
の
よ
う
に
訓
み
下
し
て
い
る
。

（
注
２
）

昔
、
吾わ

れ

兄
と
行
き
て
交あ

き
な
ひ易

し
き
。
吾
銀
を
四
十
斤

ご
ん
ば
か
り

許
得
た
り
。
時
に
兄
妬

ウ
ラ
ミ

ミ
忌に

く

み
、
吾
を
殺
し
て
銀
を
取
り
き
。
爾そ

れ

よ
り
以こ

の
か
た還

、
多

あ
ま
た

の

年と

し歳
に
、
往
来
す
る
人
・
畜

け
も
の

、
皆
我
が
頭

か
し
ら

を
踏
み
き
。
大
徳
慈

あ
は
れ
びを

垂
れ
た
ま
ひ
、
見け

に

に
苦
を
離
れ
し
め
た
ま
ふ
が
故
に
、
汝

な
む
ぢ

の
恩
を
忘

れ
ず
、
今こ

よ

ひ宵
に
報
ず
ら
く
の
み
。

こ
こ
に
は
、
原
文
に
記
さ
れ
て
い
な
い
大
徳
へ
の
敬
語
表
現
（
文
中
の
波
線
部
分
）
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
小
泉
道
校
注
に
よ

る
『
新
潮
日
本
古
典
集
成　

日
本
霊
異
記
』（
新
潮
社　

一
九
八
四
年　

以
下
、
集
成
と
略
す
）
に
お
い
て
も
、「
大
徳
、
慈
し
び
を
垂
れ
た
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ま
ひ
、
見げ

に

に
苦

く
る
し
びを

離
れ
し
め
た
ま
ふ
が
ゆ
ゑ
に
」
の
よ
う
に
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
を
補
っ
て
訓
み
下
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
出

雲
路
修
校
注
の
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

日
本
霊
異
記
』（
岩
波
書
店　

一
九
九
六
年　

以
下
、
新
大
系
と
略
す
）
で
は
「
大
徳
慈

う
つ
く
し
びを

垂た

れ
、
見い

ま

苦く
る
し
びを

離
れ
し
む
。」
と
敬
語
表
現
を
用
い
て
い
な
い
が
、
こ
の
本
で
も
例
え
ば
上
巻
第
十
七
縁
の
「
朝
廷
聞
之
召
問
事
状
、
天
皇
忽

矜
、
令
申
所
楽
」
に
対
し
て
は
、「
朝
廷
聞
き
た
ま
ひ
て
、
召
し
て
事
の
状
を
聞
き
た
ま
ふ
。
天
皇
忽
に
矜
み
た
ま
ひ
、
楽
ふ
所
を
申
さ
し

め
た
ま
ふ
。」
の
よ
う
に
敬
語
表
現
を
用
い
て
い
る
。
出
雲
路
氏
の
考
え
で
は
、
敬
意
を
払
う
対
象
を
か
な
り
高
貴
な
人
に
限
定
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

　

『
日
本
霊
異
記
』
の
話
を
享
受
し
て
、
そ
れ
を
収
載
す
る
に
あ
た
り
話
を
装
飾
し
膨
ら
ま
せ
た
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
そ

れ
ぞ
れ
敬
意
表
現
が
本
文
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

我
レ

昔
シ

、
兄
ト

共
ニ

商
ナ
ヒ
セ
ム

為
ニ

、
所
々
行
テ

、
銀
四
十
斤
ヲ

商
ヒ

得
タ
リ
キ

。
其
レ
ヲ

持
テ

兄
ト

共
ニ

奈
良
坂
ヲ

通
シ

時
、
兄
銀
ヲ

欲
カ
リ
テ

其
レ
ヲ

取
ラ

ム
カ

為
ニ

、
我
ヲ

煞
テ
キ

。
然
テ

、
兄
ノ

、
家
ニ

返
テ

、
弟
ハ

盗
人
ノ

為
ニ

被
煞
タ
ル

由
ヲ

母
ニ

語
ル

。
其
ノ

後
、
年
月
ヲ

経
テ

我
髑
髏
其
ノ

所
ニ

有
テ

、
往
還

ノ

人
ニ

被
踏
ツ
ル
ニ

、
汝
カ

師
ノ

大
徳
其
レ
ヲ

見
給
テ

、
哀
ノ

心
ヲ

至
シ
テ

、
汝
ヲ

以
テ

木
ノ

上
ニ

取
リ

置
セ
テ

、
苦
ヲ

令
離
メ

給
ヘ
リ

。
其
ノ

故
ニ

亦
汝
カ

恩
ヲ
モ

不
忘
ス

。
而
ル
ニ

今
夜
我
カ

為
ニ

此
レ
ニ

食
ヲ

儲
タ
リ

。
其
レ
ヲ

令
食
ム
カ

為
ニ

将
来
レ
ル

也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
十
九
巻
第
三
十
一
話
）

其
ノ

後
、
公
ケ

、
此
レ
ヲ

聞
食
シ
テ

、
事
ノ

有
様
ヲ

被
召
問
ル
ニ

、
有
シ

事
ヲ

不
落
ズ

具
ニ

申
ス

。
此
レ
ヲ

公
ケ

聞
シ

食
テ

、
哀
ビ

貴
ビ

給
テ

、
申
サ
ム

所
ヲ

恩
シ

給
ハ
ム
ト

為
ル
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
十
六
巻
第
二
話
）

　

こ
の
よ
う
に
日
本
語
に
お
い
て
は
敬
語
表
現
は
欠
か
せ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
漢
文
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
場
合
に
は
敬
語
を
文
中
に

表
し
て
は
い
け
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
日
本
霊
異
記
』
に
お
い
て
敬
語
表
現
が
皆
無
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
下

巻
第
十
三
縁
の
よ
う
に
尊
敬
の
補
助
動
詞
と
謙
譲
の
補
助
動
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

吾
先
日
願
奉
写
法
花
大
乗
、
而
未
写
断
。
我
命
全
給
、
我
必
奉
果　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
下
巻
第
十
三
縁
）

吾
、
先
の
日
法
花
大
乗
を
写
し
奉
ら
む
と
願
ひ
て
、
未い

ま

だ
写
し
断を

は

ら
ず
。
我
が
命
を
全
く
し
給
は
ば
、
我
、
必
ず
果は

た

し
奉
ら
む

　

こ
の
文
章
に
は
、
謙
譲
の
補
助
動
詞
「
奉
」
と
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
給
」
と
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、「
奉
」
と
「
給
」
と
で
は
動
詞
に

対
し
て
置
か
れ
る
位
置
が
異
な
っ
て
い
る
。
謙
譲
の
補
助
動
詞
「
奉
」
の
場
合
は
、「
奉
」
が
動
詞
「
写
」・「
果
」
よ
り
も
先
に
置
か
れ
て
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お
り
、
返
読
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
給
」
は
動
詞
「
全
」
の
後
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
目
的
語
で
あ
る

「
我
命
」
が
動
詞
「
全
」
よ
り
も
先
行
し
て
お
り
、
日
本
語
的
語
順
に
な
っ
て
い
る
。
前
稿
「
敬
語
の
補
助
動
詞
が
要
請
し
た
書
記
に
お
け

る
日
本
語
的
語
順
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
45
号　

二
○
一
○
年
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
上
代
に
作
成
さ
れ
た
漢
文
的
な
文
章
に
お
い
て

敬
語
の
補
助
動
詞
が
使
用
さ
れ
る
と
、
そ
こ
だ
け
が
日
本
語
的
な
語
順
に
な
り
や
す
い
が
、『
日
本
霊
異
記
』
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
傾

向
が
窺
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、『
日
本
霊
異
記
』
に
お
い
て
敬
語
の
補
助
動
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
な
の
か
。
ま
た
、
使
用
さ
れ
て

い
る
場
合
の
動
詞
と
の
位
置
関
係
、
並
び
に
動
詞
と
目
的
語
と
の
語
順
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。

　
　
　

一　

尊
敬
の
補
助
動
詞
の
用
例

　

『
日
本
霊
異
記
』
本
文
に
使
用
さ
れ
て
い
る
敬
語
表
現
は
、
そ
の
訓
み
下
し
文
に
見
ら
れ
る
も
の
と
比
較
す
る
と
、
ご
く
少
数
で
あ
る
。

特
に
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
は
偶
然
あ
る
い
は
不
注
意
で
出
現
し
た
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
を
享
受
し
て
い
る
『
三
宝
絵
』

や
『
今
昔
物
語
集
』
と
合
わ
せ
て
見
て
い
く
と
、
尊
敬
表
現
を
用
い
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
記
述
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

尊
敬
の
補
助
動
詞
に
な
り
う
る
漢
字
を
確
認
す
る
と

（
注
３
）、「

給
」
が
８
例
、「
貺
」
が
８
例
、「
賜
」
が
21
例
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

用
例
の
中
に
は
本
動
詞
で
あ
る
例
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

 
 

「
給
」
８
例
の
中
に
は
、「
供
給
」（
会
話
文
）
や
「
給
与
」（
地
の
文
）
と
い
っ
た
熟
語
や
、
与
え
る
の
意
の
本
動
詞
４
例
（
地
の
文
３

例
・
会
話
文
１
例
）
が
あ
り
、
補
助
動
詞
と
考
え
ら
れ
る
の
は
次
の
２
例
で
あ
る
。

　

①　

我
命
全
給
、
我
必
奉
果　

〈
会
話
文
〉　
　
　

（
我
が
命
を
全
く
し
給
は
ば
）                  

　
　
　
　
　
　

（
下
巻
第
十
三
縁
）

　

②　

我
之
黒
見
曾
比

麻
多
尓

宿
給
ヘ

人
成
マ
テ　

〈
歌
〉（
我
が
黒
み
そ
ひ
股
に
寝
給
へ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
下
巻
第
三
十
八
縁
）

　

①
は
先
に
挙
げ
た
例
で
あ
り
、
目
的
語
の
「
我
命
」
が
動
詞
「
全
」
よ
り
も
先
に
置
か
れ
て
お
り
、
日
本
語
的
語
順
に
な
っ
て
い
る
。
②

は
漢
文
で
は
な
く
宣
命
書
き
に
な
っ
て
お
り
日
本
語
的
語
順
で
あ
る
。
そ
し
て
①
は
会
話
文
、
②
は
歌
で
の
使
用
で
あ
る
。
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「
貺
」
は
現
代
で
は
目
に
し
な
い
字
で
あ
る
が
、『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
「
タ
マ
フ
、
ア
タ
フ
、
メ
ク
ム
、
タ
マ
物
、
オ
ク
ル
」
の
和
訓
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
貺
」
は
８
例
あ
る
が
、
本
動
詞
が
４
例
（
会
話
文
３
例
・
心
内
文
１
例
）、
そ
し
て
４
例
が
補
助
動
詞
と
考
え

ら
れ
る
。

　

①　

一
衣
者
贈
我
中
男
貺
也　

〈
会
話
文
〉 （
一
つ
の
衣
は
、
我
が
中
の
男
に
贈
り
貺た

ま

は
む
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
中
巻
第
三
縁
）

　

②　

一
衣
者
贈
我
弟
男
貺
也　

〈
会
話
文
〉 （
一
つ
の
衣
は
、
我
が
弟
の
男
に
贈
り
貺
は
む
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
中
巻
第
三
縁
）

　

③  

願
免
罪
貺　
　
　
　
　
　

〈
会
話
文
〉 （
願
は
く
は
罪
を
免ゆ

る

し
貺た

ま

へ
）                         

　
　
　
　
　
　

（
中
巻
第
三
縁
）

　

④  

免
我
擯
返
貺　
　
　
　
　

〈
会
話
文
〉 （
我
を
免ゆ

る

し
擯お

ひ
返
し
貺た

ま

ふ
）                       

　
　
　
　
　

（
下
巻
第
三
十
六
縁
）

  

①
②
③
の
３
例
は
同
じ
話
の
中
に
出
現
す
る
。
①
と
②
は
、
直
接
目
的
語
（
客
語
）
が
主
題
と
し
て
文
頭
に
置
か
れ
、
間
接
目
的
語
（
補

語
）
で
あ
る
「
我
中
男
」「
我
弟
男
」
を
動
詞
「
贈
」
と
敬
語
の
補
助
動
詞
「
貺
」
と
が
挟
む
形
に
な
っ
て
い
る
。
③
も
「
罪
」
と
い
う
目

的
語
を
動
詞
「
免
」
と
敬
語
補
助
動
詞
「
貺
」
が
挟
ん
で
い
る
。
④
は
「
擯
返
」
の
目
的
語
で
あ
る
べ
き
「
我
」
が
先
行
す
る
動
詞
「
免
」

と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
省
略
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
例
も
会
話
文
で
の
使
用
で
あ
る
。

　

「
賜
」
21
例
の
中
で
補
助
動
詞
と
い
え
る
の
は
、
次
の
①
②
の
２
例
で
あ
る
。
そ
の
他
に
文
字
面
か
ら
は
尊
敬
の
補
助
動
詞
の
よ
う
に
見

え
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
考
え
て
い
く
と
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
と
す
る
に
は
疑
問
に
思
わ
れ
る
例
が
３
例
あ
る
。
そ
し
て
残
り
の
16
例
（
会

話
文
11
例
、
地
の
文
３
例
、
心
内
文
２
例
）
は
本
動
詞
で
あ
る
。

①　

流
聞
大
安
寺
丈
六
仏
衆
生
所
願
急
能
施
賜　

〈
噂
〉　

（
流い

ふ聞
な
ら
く
、「
大
安
寺
の
丈
六
の
仏
は
、
衆
生
の
願
ふ
所
、
急

す
み
や
かに

能よ

く
施せ

し

賜
ふ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
中
巻
第
二
十
八
縁
）

②　

願
罪
脱
賜　
　

〈
会
話
文
〉   

（
願
は
く
は
罪
を
脱ゆ

る

し
賜
へ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
下
巻
第
六
縁
）

  

①
と
②
と
も
に
、
目
的
語
が
動
詞
よ
り
も
先
に
置
か
れ
て
お
り
、
日
本
語
的
語
順
に
な
っ
て
い
る
。
①
は
噂
で
あ
り
、
②
は
会
話
文
で
あ

る
。

　

次
の
３
例
は
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
と
す
る
に
は
疑
問
に
思
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
尊
敬
の
補
助
動
詞
な
の
か
、
あ
る
い
は
尊
敬

あ
る
い
は
謙
譲
の
本
動
詞
な
の
か
、
一
例
ず
つ
意
味
的
に
考
え
て
い
く
。
な
お
い
ず
れ
も
地
の
文
で
の
使
用
で
あ
る
。
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③　

更
為
夫
妻
、
合
家
財
物
皆
既
施
与
。
五
位
曰
賜　

〈
地
の
文
〉　

（
五
位
を
曰ま

う

し
賜

た
ま
は

は
り
ぬ
）　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
巻
第
三
十
一
縁
）

　

新
全
集
は
「
賜

た
ま
は

り
ぬ
」
と
訓
ん
で
お
り
、
そ
し
て
「
ま
た
朝
廷
に
奏
上
し
て
五
位
の
位
を
授
け
て
い
た
だ
い
た
」
と
訳
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
謙
譲
の
本
動
詞
と
解
し
て
い
る
。
文
の
構
造
で
は
、
目
的
語
が
先
に
来
て
、
前
の
動
詞
（
曰
）
が
行
わ
れ
た
結
果
と
し
て
後
の
動
詞

（
賜
）
の
状
態
に
な
っ
て
お
り
、「
曰
」
と
「
賜
」
と
の
間
に
時
間
的
な
差
が
あ
る
。
語
順
は
目
的
語
が
動
詞
よ
り
先
に
来
る
日
本
語
的
語
順

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
「
賜
」
は
い
た
だ
く
と
い
う
意
味
の
動
詞
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
に
も
こ
の
話
が
収
載

さ
れ
て
い
る
が
、「
遂
ニ

免
シ
テ

夫
妻
ト

成
シ
ツ

。
後
ニ
ハ

家
ヲ

譲
リ

、
財
物
ヲ

皆
東
人
ニ

与
フ

」（
十
六
巻
第
十
四
話
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ

て
い
る
箇
所
は
話
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
集
成
も
新
大
系
も
「
賜
は
る
」
と
訓
み
下
し
て
お
り
、
こ
こ
の
「
賜
」
は
尊
敬
の
補
助
動

詞
で
は
な
く
新
全
集
の
訳
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
謙
譲
の
本
動
詞
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

④　

随
主
家
庭
衣
得
之
、
乃
去
天
賜
焉　

〈
地
の
文
〉 （
主
の
家
の
庭
に
随ゆ

き
て
衣
を
得
し
め
、
乃

す
な
わ

ち
天
に
去
り
賜
ひ
き
）

　
　

（
上
巻
第
三
十
四
縁
）

　

新
全
集
で
は
「
去
り
賜
ひ
き
」
と
尊
敬
の
補
助
動
詞
と
し
て
い
る
が
、
訳
で
は
「
鹿
は
そ
の
ま
ま
天
上
は
る
か
に
去
っ
て
行
っ
た
」
と
し

て
い
て
、
敬
意
を
施
し
て
い
な
い
。『
今
昔
物
語
集
』
で
は
「
彼
ノ

絹
ノ

主
ノ

家
ノ

庭
ニ

吹
キ

落
シ
ツ

。
絹
ノ

主
、
此
レ
ヲ

見
テ

、
喜
テ

、
取
テ

思
ハ
ク

、
此

レ

、
他
ニ

非
ズ

、
妙
見
菩
薩
ノ

助
ケ
ニ

依
テ

」（
十
七
巻
第
四
十
八
話
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
鹿
が
出
現
せ
ず
、
衣
が
持
ち
主
に
戻
っ
た
の
は
猛
き

風
の
仕
業
と
し
て
い
る
。
集
成
も
新
全
集
と
同
じ
く
「
す
な
わ
ち
天
に
去
り
た
ま
ふ
」
と
尊
敬
の
補
助
動
詞
と
し
て
訓
ん
で
い
る
。
た
だ
し

新
大
系
で
は
本
文
を
「
堕
主
家
庭
、
衣
主
得
之
、
乃
云
天
賜
焉
」
と
変
更
し
て
い
る
。「
随
」
を
「
堕
」
に
改
め
、「
衣
」
の
次
に
「
主
」
を

補
い
、
「
去
」
を
「
云
」
に
改
め
て
い
る
。
な
お
集
成
も
「
随
」
の
「
堕
」
へ
の
変
更
は
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
新
大
系
は
、「
主
の
家
の
庭

に
堕お

つ
。
衣
の
主
得
て
、
す
な
は
ち
云い

は
く
「
天
の
賜
ふ
な
り
」
と
い
ふ
」
と
訓
み
下
し
て
、
尊
敬
の
本
動
詞
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
新
全

集
が
訳
に
お
い
て
敬
意
を
示
し
て
い
な
い
よ
う
に
鹿
に
対
し
尊
敬
語
を
用
い
る
の
は
不
審
で
あ
る
が
、
そ
の
鹿
を
妙
見
菩
薩
の
使
い
と
解
す

れ
ば
敬
意
を
施
す
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
旧
大
系
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
で
は
鹿
を
妙
見
菩
薩
の
化
身
と
見
て
「
補
助
動
詞
」
と
注

し
て
い
る
。

⑤　

是
仏
賜
銭
故　

我
不
蔵　

返
賜
女
人 

　

〈
地
の
文
〉　

（「
是こ

は
仏
の
賜
へ
る
銭
な
り
。
故そ

ゑ

に
我
蔵を

さ

め
じ
」
と
い
ひ
て
、
女
人
に
返
し
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賜た
ま
はり

ぬ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
中
巻
第
二
十
八
縁
）

　

新
全
集
は
「
返
し
賜

た
ま
は

り
ぬ
」
と
訓
ん
で
い
る
。「
賜

た
ま
は

る
」
は
、
ま
だ
こ
の
時
代
は
謙
譲
の
本
動
詞
の
用
法
し
か
な
い
。

（
注
４
）こ

の
新
全
集
で
は

訳
に
お
い
て
「
女
に
返
し
与
え
た
」
と
し
て
い
て
、
謙
譲
の
意
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
敬
意
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。『
今
昔
物
語
集
』
で

も
「「
此
レ

、
仏
ノ

給
ヘ
ル

也
ケ
リ

。
此
レ
ヲ

蔵
ニ

不
可
納
ズ

」
ト

云
テ

、
女
人
ニ

返
シ

与
フ

。」（
十
二
巻
第
十
五
話
）
と
あ
り
、
敬
意
表
現
は
用
い
ら
れ

て
い
な
い
。
集
成
は
新
全
集
と
同
じ
く
「
女
人
に
返
し
賜
は
り
ぬ
」
と
訓
み
下
し
て
い
る
が
、
訳
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
新
大
系
で
は
「
返

り
て
女
人
に
賜
ふ
」
と
、「
返
」
を
「
寺
に
納
め
ず
に
逆
に
」（
注
の
項
）
と
、「
逆
に
」
の
意
と
解
し
、「
賜
」
を
尊
敬
の
本
動
詞
と
し
て

扱
っ
て
い
る
。
こ
の
「
賜
」
は
文
章
的
に
は
尊
敬
の
補
助
動
詞
と
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
地
の
文
で
の
使
用
で
あ
り
、
ま
た
主
語
が

「
僧
」
で
あ
る
点
が
気
に
掛
か
る
点
で
あ
る
。
第
三
節
で
扱
う
藁
谷
隆
純
氏
の
論
考
に
お
い
て
も
、
こ
の
例
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て

い
る
。

　

ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
ら
よ
い
の
か
疑
問
に
思
わ
れ
た
③
④
⑤
の
３
例
に
つ
い
て
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
。
③
は
明

ら
か
に
謙
譲
の
本
動
詞
で
あ
っ
た
。
④
は
、
主
語
の
「
鹿
」
を
妙
見
菩
薩
の
化
身
と
見
れ
ば
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
の
可
能
性
も
出
て
く
る
。

⑤
も
尊
敬
の
補
助
動
詞
と
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
例
も
④
と
同
じ
く
地
の
文
で
の
使
用
で
あ
り
、
ま
た
主
語
が
「
僧
」
で
あ
る
点
が

問
題
と
な
る
。

　

③
は
、
本
動
詞
で
あ
る
が
目
的
語
が
先
に
来
る
と
い
う
日
本
語
的
語
順
の
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
見
ら
れ
る

妻
即
往
、
居
国
上
之
前
、
乞
言
、「
衣
賜
」  

〈
会
話
文
〉　

（
妻
即

す
な
は

ち
行
き
て
、
国
の
上
の
前
に
居
て
、
乞
ひ
て
言
は
く
、

　
　

「
衣
賜
は
む
」
と
い
ふ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
巻
第
二
十
七
縁
）

国
上
衣
襴
、
捕
粉
条
然
、
乞
言
「
衣
賜
」    

〈
会
話
文
〉  

（
国
の
上
の
衣
の
襴ス

ソ

を
、
条ツ

ダ
ツ
ダ然

に
捕と

り
粉く

だ

き
、
乞
ひ
て
言
は
く
、

　
　

「
衣
賜
は
む
」
と
言
ふ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
巻
第
二
十
七
縁
）

　

ま
た
目
的
語
が
二
つ
あ
る
場
合
、
中
国
語
の
構
文
風
に
言
え
ば
「
客
語
」
と
「
補
語
」、
英
語
の
構
文
風
に
言
え
ば
「
直
接
目
的
語
」
と

「
間
接
目
的
語
」
に
な
る
が
、
一
方
の
目
的
語
が
先
に
来
る
例
も
見
ら
れ
る
。

毎
六
時
願
云
、「
如
天
女
容
好
女
賜
我
」 

〈
会
話
文
〉  

（
六
時
毎
に
願
ひ
て
云
ひ
し
く
、「
天
女
の
如
き
容
好
き
女
を
我
に
賜
へ
」
と
い
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ひ
き
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
中
巻
第
十
三
縁
）

　

こ
の
例
で
は
、「
如
天
女
容
好
女
」
と
い
う
長
い
「
客
語
」（「
直
接
目
的
語
」）
が
動
詞
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
。
次
の
２
例
は
、「
補
語
」

（「
間
接
目
的
語
」）
が
動
詞
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

願
我
賜
財　
　

〈
会
話
文
〉    

（
願
は
く
は
我
に
財

た
か
ら

を
賜
へ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
巻
第
十
四
縁
）

願
我
賜
眼　
　

〈
会
話
文
〉    

（
願
は
く
は
我
に
眼
を
賜
へ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
下
巻
第
十
一
縁
）

　

以
上
３
例
は
会
話
文
に
お
い
て
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
会
話
文
で
も
漢
文
の
規
則
通
り
に
目
的
語
が
動
詞
の
後
に
置
か
れ

て
い
る
例
も
あ
る
。

我
飢　

賜
飯　

〈
会
話
文
〉    

（
我
飢
ゑ
た
り　

飯い
ひ

を
賜
へ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
巻
第
四
十
二
縁
）

惜
乳
不
賜
子
乳
〈
会
話
文
〉   
（
乳ち

を
惜を

し

み
て
、
子
に
乳
を
賜た

ま

ら
ざ
り
き
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
下
巻
第
十
六
縁
）

　

後
者
の
例
は
、
打
消
の
「
不
」
が
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
会
話
文
の
場
合
、
す
べ
て

が
日
本
語
的
語
順
に
な
る
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
用
例
か
ら
は
日
本
語
的
語
順
に
な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　

二　

謙
譲
の
補
助
動
詞

　

謙
譲
の
補
助
動
詞
は
『
日
本
霊
異
記
』
で
は
「
奉
」
で
記
さ
れ
て
い
る
。
謙
譲
の
本
動
詞
の
場
合
は
「
奉
」
以
外
に
「
進
」
も
そ
の
任
に

あ
た
っ
て
い
る
。「
進
」
に
よ
る
謙
譲
表
現
は
８
例
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
本
動
詞
で
あ
る
。
一
方
「
奉
」
は
85
例
あ
る
が
、
そ
の
内
「
奉
為
」

４
例
、
「
奉
仕
」
１
例
、「
奉
行
」
１
例
の
熟
語
を
除
い
て
、
本
動
詞
が
16
例
、
補
助
動
詞
は
63
例
あ
る
。
本
動
詞
の
場
合
、「
進
」
が
「
た

て
ま
つ
る
」
の
表
記
で
あ
り
、「
奉
」
は
「
う
け
た
ま
は
る
」
で
の
例
が
多
く
「
た
て
ま
つ
る
」
は
２
例
だ
け
で
あ
る
。

（
注
５
）謙

譲
を
表
す
「
奉
」

の
場
合
は
、
尊
敬
の
表
現
と
異
な
り
、
地
の
文
や
表
題
で
の
使
用
も
多
い
。

　

「
は
じ
め
に
」
で
記
し
た
が
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
の
「
給
」
や
「
賜
」
が
動
詞
よ
り
も
後
置
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
謙
譲
の
補
助
動

詞
「
奉
」
の
場
合
は
動
詞
に
前
置
さ
れ
る
返
読
用
法
に
な
っ
て
い
る
。
補
助
動
詞
の
例
が
63
例
あ
り
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、「
奉
写
」
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の
例
が
23
例
あ
り
、
そ
の
多
く
が
「
奉
写
法
華
経
」
で
あ
る
。
他
に
「
奉
請
」
が
７
例
、「
奉
詔
」
が
６
例
、「
奉
読
」
が
５
例
、「
奉
勅
」

が
４
例
と
い
っ
た
よ
う
に
、
同
じ
動
詞
と
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
、
次
の
１
例
は
動
詞
の
後
に
「
奉
」
が
置
か
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。

賂
奉
多
幣
帛　

〈
会
話
文
〉　

（
多

あ
ま
た

の
幣み

て
ぐ
ら帛

を
賂

ま
ひ
な
ひし

奉ま
つ

ら
む
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
巻
第
十
二
縁
）

　

新
全
集
は
、「
賂
奉
」
を
「
ま
ひ
な
ひ
し
ま
つ
ら
む
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、「
賂
」
を
ハ
行
四
段
動
詞
「
ま
ひ
な
ふ
」
で
は
な
く
「
ま
ひ
な

ひ
し
」
と
サ
変
動
詞
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
奉
」
を
補
助
動
詞
で
は
な
く
、「
賂
」
と
「
奉
」
の
二
つ
の
動
詞
、
す
な
わ
ち
複
合
動
詞

と
し
て
扱
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
集
成
に
お
い
て
も
「
あ
ま
た
の
幣み

て
く
ら帛

を
賂

ま
ひ
な
ひし

た
て
ま
つ
ら
む
」
と
サ
変
動
詞
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

新
大
系
は
「
多
く
の
帛

は
く
の
き

を
賂

ま
ひ
な
ひ

奉
た
て
ま
つら

む
」
と
訓
み
、
補
助
動
詞
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。「
賂
」
自
体
に
人
に
物
を
贈
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
の

で
、
本
動
詞
で
な
く
補
助
動
詞
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
他
の
動
詞
に
お
け
る
「
奉
」
の
字
の
位
置
関
係
か
ら
判
断
す
れ
ば
こ

の
例
の
場
合
は
本
動
詞
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

本
動
詞
の
用
例
で
あ
る
が
、
目
的
語
と
動
詞
の
位
置
関
係
が
日
本
語
的
語
順
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は

「
面
」
を
目
的
語
で
は
な
く
副
詞
と
し
て
扱
う
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

何
罕
面
奉　

〈
会
話
文
〉  

（
何
ぞ
面

ま
の
あ
た
り

奉
う
け
た
ま
はる

こ
と
罕

ま
れ
ら

な
り
し
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
中
巻
第
七
縁
）

　

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
新
全
集
は
「
ど
う
し
て
久
し
く
お
目
に
か
か
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
、
や
や
意
訳
的
で
あ
る
。
集
成
は
、

底
本
の
「
奉
」
を
来
迎
本
「
挙
」
で
改
め
る
と
し
て
、「
な
に
ぞ
面

お
も
て

挙お
こ

す
こ
と
罕か

た

き
」
と
訓
み
、「
顔
を
あ
げ
て
私
を
見
ら
れ
な
い
の
で
す

か
」
と
訳
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
面
」
を
目
的
語
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、「
奉
」
で
は
な
く
「
挙
」
の
目
的
語
と
す
る
。
そ
の
よ
う
に

解
釈
す
れ
ば
日
本
語
的
語
順
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
新
大
系
は
「
何
す
れ
ぞ
面

ま
の
あ
た
り

奉
つ
か
へ
ま
つる

こ
と
罕ま

れ

な
る
」
と
訓
み
、「
な
ぜ
な
の
で
し
ょ

う
か
。
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
」
と
訳
す
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
注
を
施
し
て
い
る
。「
原
文
「
面
奉
」
は
、
下
位
の
者

が
上
位
の
者
に
対
面
し
て
応
接
す
る
意
。「
会
ふ
」
の
謙
譲
語
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。「
面
二

奉
弥
勒
一

」（
元
興
寺
伽
藍
縁
起
）」。
こ
れ
を

参
考
に
す
れ
ば
、「
面
奉
」
と
い
う
熟
語
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

謙
譲
の
補
助
動
詞
の
用
例
の
中
で
、
目
的
語
が
動
詞
よ
り
も
先
に
来
る
日
本
語
的
語
順
に
な
っ
て
い
る
例
は
、
次
の
２
例
で
あ
る
。
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汝
鳴
雷
奉
請
之
耶　

〈
会
話
文
〉　

（
汝

な
ん
ぢ

、
鳴な

る
か
み雷

を
請う

け
奉ま

つ

ら
む
や
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
巻
第
一
縁
）

雷
神
奉
請　
　
　
　

〈
会
話
文
〉  

（
雷な

る
か
み神

を
請
け
奉ま

つ

れ
り
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
巻
第
一
縁
）

と
も
に
上
巻
第
一
縁
と
い
う
古
い
話
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
会
話
文
で
あ
る
。

　
　
　

三　

先
行
研
究

　

『
日
本
霊
異
記
』
に
使
用
さ
れ
て
い
る
敬
語
に
触
れ
て
い
る
論
文
と
し
て
、
次
の
二
点
が
目
に
と
ま
っ
た
。

松
下
貞
三
「『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
漢
文
和
化
の
問
題
」（『
論
集
日
本
文
学
・
日
本
語　

１　

上
代
』　

角
川
書
店　

一
九
七
八
年
）

藁
谷
隆
純
「『
日
本
霊
異
記
』
の
「
タ
マ
フ
」「
タ
マ
ハ
ル
」」（『
文
学
研
究
（
日
本
文
学
研
究
会
）』
55
号　

一
九
八
二
年
）

　

前
者
の
松
下
論
文
は
、『
日
本
霊
異
記
』
の
文
章
を
漢
文
と
し
て
見
た
場
合
の
破
格
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
敬
語
関
係
の
部
分

に
絞
っ
て
見
て
い
く
と
、
第
二
節
で
「
奉
」
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
。「
奉
」
の
字
の
全
85
例
全
部
が
敬
語
的
用
法
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち

64
例
が
敬
譲
の
補
助
動
詞
で
あ
る
と
い
う
。

（
注
６
）そ

し
て
、
こ
の
敬
譲
の
補
助
動
詞
は
中
国
に
は
な
い
用
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
な
わ
ち
漢
文

か
ら
は
み
出
し
た
破
格
の
用
法
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
破
格
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
松
下
論
文
の
目
的
で
あ
る
。
謙
譲
の
補
助
動
詞
の
用
法

は
『
日
本
霊
異
記
』
以
前
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
を
こ
の
『
日
本
霊
異
記
』
が
継
承
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
日
本
霊
異
記
』
は
記
録

体
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
尊
敬
関
係
に
つ
い
て
も
扱
っ
て
い
る
。「
賜
」
21
例
、「
給
」
８
例
、「
貺
」
４
例
の
計
33
例
の
う
ち
、「
与
え
る
」

の
意
（
尊
敬
の
本
動
詞
）
は
25
例
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
は
７
例

（
注
７
）で

あ
る
。
尊
敬
の
補
助
動
詞
の
用
法
は
、
謙
譲
の
補
助
動
詞
「
奉
」
と
同
じ

く
本
国
に
な
い
も
の
で
あ
り
、
漢
文
に
お
い
て
は
破
格
の
用
例
で
あ
る
と
い
う
。　

　

さ
ら
に
、
上
巻
第
一
縁
の
「
奉
請
」
の
箇
所
を
例
と
し
て
破
格
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、「
請
」
と
い
う
動
詞
が
目
的
語

の
下
に
来
て
い
る
こ
と
や
、「
奉
」
の
敬
語
の
補
助
動
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
破
格
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
奉
」
の
語

序
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
補
助
動
詞
の
場
合
も
、『
日
本
霊
異
記
』
に
お
い
て
は
動
詞
の
場
合
と
同
様
に
上
に
返
っ
て
い
る
。
松
下
氏
の

考
え
で
は
、
補
助
動
詞
の
用
法
は
、
意
味
上
は
動
詞
に
附
属
す
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
ま
ま
動
詞
の
下
に
つ
け
て
お
く
方
が
漢
文
の
措
字
の
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趣
旨
に
合
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
に
返
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
破
格
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
た
だ
し
64
例
中
１
例
の
み
動

詞
の
下
に
来
て
い
る

（
注
８
）と

述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
松
下
論
文
に
お
け
る
敬
語
に
関
わ
る
部
分
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
尊
敬
と
謙
譲
の
補
助
動
詞
の
用
法
は
日
本
的
な
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
謙
譲
の
補
助
動
詞
で
あ
る
「
奉
」
が
動
詞
の
上
に
置
か
れ
て
返
読
の
ス
タ
イ
ル
を
と
る
の
は
お
か
し
い
。
ま
た
、
上

巻
第
一
縁
の
「
奉
請
」
を
破
格
の
例
と
し
て
挙
げ
、
そ
こ
で
は
目
的
語
が
動
詞
の
上
に
来
て
い
て
日
本
語
的
語
順
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。　

　

後
者
の
藁
谷
論
文
は
、
表
題
に
あ
る
よ
う
に
、『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
「
賜
」「
貺
」「
下
」
の
字
を
「
タ
マ
フ
」
と
読
む
の
か
「
タ

マ
ハ
ル
」
と
読
む
の
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

先
に
扱
っ
た
「
賜
」
の
⑤
の
「
返
賜
女
人
」
に
つ
い
て
、
こ
の
論
考
で
は
詳
細
に
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
例
に
つ
い
て
、
大
系
（
岩
波
日
本

古
典
大
系
、
旧
大
系
の
こ
と
）
や
全
集
（
小
学
館
日
本
古
典
全
集
、
旧
全
集
の
こ
と
）
は
「
女
人
に
返
し
賜た

ま

は
り
ぬ
」
と
訓
み
、
そ
し
て
全

集
が
「
女
に
返
し
与
え
た
。」
と
訳
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
。『
日
本
霊
異
記
』
の
時
代
に
お
い
て
は
、「
タ
マ
ハ
ル
」
は
謙
譲

の
本
動
詞
の
用
法
し
か
な
く
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
に
な
る
の
は
中
世
以
降
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
集
が
「（
返
し
）
賜

た
ま
は

り
（
ぬ
）」
と
訓
じ
て

「（
返
し
）
与
え
（
た
。）」
と
訳
し
た
の
は
お
か
し
い
と
す
る
。
ま
た
「
い
た
だ
く
」
意
の
謙
譲
語
と
す
る
な
ら
、「
衆
僧
が
女
人
に
（
銭
四

貫
を
）
返
し
て
い
た
だ
く
」
で
は
意
を
な
さ
な
い
か
ら
、「
い
た
だ
く
」
意
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
全
書

（
朝
日
古
典
全
書
）
や
角
川
文
庫
は
「
女
人
に
返
し
賜
は
ら
む
」
ま
で
を
衆
僧
の
会
話
部
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
女
人
が
衆
僧
か
ら
銭

を
い
た
だ
く
の
で
あ
っ
て
、「
衆
僧
が
女
人
か
ら
い
た
だ
く
」
の
で
は
な
い
か
ら
首
肯
で
き
難
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
藁
谷
氏
は
尊
敬
の
用
法
と
し
て
「
賜
ふ
（
た
ま
ふ
）」
と
訓
め
ば
解
決
が
つ
く
の
で
は
な
い
か
と
提
案
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
衆
僧
は
女
人
に
銭
を
返
し
な
さ
る
」
と
尊
敬
の
補
助
動
詞
に
と
る
か
、「
返
し
お
与
え
に
な
る
。」
と
「
与
え
る
」
の
敬
語
動
詞
に
と
る
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
「
賜
」
は
衆
僧
へ
の
敬
語
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
地
の
文
に
お
け
る
衆
僧
に
対
す
る
敬
語
使
用
は
重
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
僧
と
は
尊
い
仏
に
仕
え
る
尊
い
存
在
で
あ
る
し
、
そ
う
い
う
こ
と
が
皆
無
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
箇
所
の
直
前
に
あ
る
「
仏
賜
銭
」

（
仏
の
賜
へ
る
銭
）
の
「
賜
」
は
ま
さ
に
「
お
与
え
に
な
る
」
意
の
仏
の
尊
敬
語
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
そ
の
銭
を
仏
の
使
い
で
あ
る
衆
僧
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が
再
び
女
人
に
返
す
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
仏
へ
の
敬
意
に
ひ
か
れ
て
、
仏
の
代
行
者
と
も
言
え
る
衆
僧
に
対
し
て
も
敬
語
「
賜
ふ
」
が
使

用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

こ
の
用
例
以
外
の
例
に
つ
い
て
も
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
、「
タ
マ
ハ
ル
」
と
訓
む
べ
き
も
の
は
「
賜
」
の
③
の
「
五
位
曰
賜
」（
五
位
を

〔
白ま

を

〕
し
て
賜
は
る
。）
の
一
例
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
例
は
、「（
御
手
代
東
人
が
朝
廷
に
申
し
て
五
位
を
）
い
た
だ
く
」
意
で
、「
も
ら
う
」

の
謙
譲
語
で
あ
る
。
こ
の
例
以
外
の
「
賜
」「
貺
」「
給
」「
下
」
の
例
は
、
い
ず
れ
も
「
タ
マ
フ
」
と
訓
じ
る
べ
き
こ
と
を
文
の
内
容
か
ら

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
用
例
の
中
で
藁
谷
氏
が
尊
敬
の
補
助
動
詞
と
す
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。

　

「
賜
」
で
は
次
の
２
例
が
挙
が
っ
て
い
る
。

「
乃
去
天
賜
焉
」（
乃
ち
天
に
去
り
賜
ひ
き
。）（「
賜
」
④
）

「
願
罪
脱
賜
」（
願
は
く
は
罪
を
脱
し
賜
へ
。）（「
賜
」
②
）

　

藁
谷
氏
が
補
助
動
詞
か
本
動
詞
か
決
め
が
た
い
と
す
る
の
は
、
先
に
扱
っ
た
「
返
賜
女
人
」（
女
人
に
返
し
賜
ひ
ぬ
）（「
賜
」
⑤
）
で
あ

る
。
氏
の
本
動
詞
か
補
助
動
詞
か
の
弁
別
基
準
は
「
与
え
る
」
の
意
が
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
筆
者
（
田
島
）
が

補
助
動
詞
と
し
て
扱
っ
た
①
の
「
流
聞
大
安
寺
丈
六
仏
衆
生
所
願
急
能
施
賜
」（
大
安
寺
の
丈
六
の
仏
、
衆
生
の
願
ふ
所
を
、
急
に
能
く
施

し
賜
ふ
と
流
へ
聞
き
。）
に
つ
い
て
は
本
動
詞
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。「
施
」
自
体
に
も
「
与
え
る
」
意
が
あ
る
た
め
に
、「
与
え
る
」
意
が

「
施
」
単
独
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
、「
施
」「
賜
」
と
も
に
「
与
え
る
」
意
を
表
し
て
い
る
か
の
判
断
が
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

「
貺
」
で
は
次
の
４
例
が
補
助
動
詞
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
最
初
の
２
例
に
つ
い
て
は
、
藁
谷
氏
は
「
補
助
動
詞
的
だ
が
、
本

動
詞
と
解
せ
な
い
こ
と
も
な
い
」
と
す
る
。
こ
の
２
例
に
つ
い
て
は
、
動
詞
と
「
貺
」
と
の
間
に
目
的
語
を
挟
ん
で
い
る
形
に
な
る
こ
と
か

ら
、「
本
動
詞
と
も
解
せ
な
い
こ
と
も
な
い
」
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
一
衣
者
贈
我
中
男
貺
也
」（
一
つ
の
衣
は
、
我
が
中
の
男
に
贈
り
貺
へ
）（「
貺
」
①
）

「
一
衣
者
贈
我
弟
男
貺
也
」（
一
つ
の
衣
は
、
我
が
弟
の
男
に
贈
り
貺
へ
）（「
貺
」
②
）

「
願
免
罪
貺
」（
願
は
く
は
罪
を
免
し
貺
へ
）（「
貺
」
③
）
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「
免
我
擯
返
貺
」（
我
を
免
し
擯
ひ
返
し
貺
ふ
）（「
貺
」
④
）

　

「
給
」
で
は
次
の
２
例
を
補
助
動
詞
と
し
て
い
る
。

「
我
命
全
給　

我
必
奉
果
」（
我
が
命
を
全
く
し
給
は
ば
、
我
必
ず
果
た
し
奉
ら
む
）（「
給
」
①
）

「
我
之
黒
見
曽
比

麻
多
尒

宿
給
ヘ

」（
我
が
黒
み
そ
ひ
股
に
宿
給
へ
）（「
給
」
②
）

　

①
の
場
合
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、「
全
」
の
扱
い
が
難
し
い
。
そ
の
た
め
藁
谷
氏
は
「
補
助
動
詞
の
用
法
ら
し
く
思
わ
れ
る
」
と
す
る
。

②
は
宣
命
書
き
に
な
っ
て
い
る
の
で
補
助
動
詞
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

「
貺
」
と
「
給
」
の
補
助
動
詞
に
関
し
て
は
、
藁
谷
氏
と
筆
者
（
田
島
）
の
考
え
と
が
一
致
し
て
い
る
。

　

藁
谷
論
文
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。「
賜
」
や
「
貺
」、「
給
」
は
尊
敬
の
本
動
詞
と
し
て
も
補
助
動
詞
と
し
て
も
使
用

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
謙
譲
の
本
動
詞
と
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
一
例
（「
賜
」
③
）
し
か
な
い
。
地
の
文
で
尊
敬
の
表
現
を
使
用
で
き

る
の
は
仏
や
天
皇
な
ど
高
位
の
人
に
限
ら
れ
る
が
、「
賜
」
の
④
に
お
け
る
「
鹿
」
や
、「
賜
」
の
⑤
の
「
衆
僧
」
に
対
し
て
使
用
で
き
る
の

は
、「
鹿
」
が
妙
見
菩
薩
の
化
身
で
あ
り
、
ま
た
「
衆
僧
」
が
仏
の
代
行
者
で
あ
る
と
見
る
こ
と
に
よ
る
。

　

「
賜
」
の
④
と
⑤
を
除
い
て
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
の
用
例
は
、
会
話
文
あ
る
い
は
噂
や
歌
で
の
使
用
で
あ
る
。「
賜
」
の
④
に
つ
い
て
、
新

大
系
が
「
す
な
わ
ち
天
の
賜
ふ
な
り
」
と
訓
み
を
変
え
本
動
詞
に
し
て
い
る
こ
と
や
、「
賜
」
の
⑤
に
つ
い
て
も
新
大
系
が
「
返
り
て
女
人

に
賜
ふ
」
と
本
動
詞
に
し
て
い
る
の
も
、
地
の
文
で
の
敬
語
の
補
助
動
詞
の
使
用
を
認
め
が
た
い
と
い
う
意
識
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
こ
の
「
賜
」
の
⑤
に
つ
い
て
、
全
書
や
角
川
文
庫
本
が
こ
の
箇
所
ま
で
会
話
文
と
し
て
い
る
の
も
同
じ
よ
う
な
理
由
に
よ
る

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
話
を
受
容
し
て
い
る
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、「
賜
」
④
に
つ
い
て
は
、
鹿
に
対
し
て
尊
敬
表
現
を
使
用
す
る
の
は
お

か
し
い
と
思
っ
た
の
か
内
容
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
⑤
に
つ
い
て
は
僧
に
対
し
て
「
敬
意
」
を
施
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
敬

意
を
施
す
必
要
の
な
い
場
面
と
判
断
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
２
例
の
尊
敬
表
現
に
つ
い
て
は
『
今
昔
物
語
集
』
の
編
者
も
不
審
に

思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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ま
と
め

　

『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
敬
語
表
現
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
こ
の
作
品
に
お
け
る
敬
語
使
用
は
文
脈
に
合
わ
せ
て
規
則
正
し
く
行

わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
特
に
尊
敬
表
現
は
数
も
少
な
く
、
つ
い
尊
敬
表
現
を
文
章
に
書
き
記
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
感
が
す
る
。
極
端

な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
漢
文
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
本
来
な
ら
ば
推
敲
の
段
階
で
尊
敬
表
現
を
削
除
す
る
と
こ
ろ
を
見
逃
し
て
し

ま
っ
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

数
は
少
な
い
が
、『
日
本
霊
異
記
』
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
敬
語
表
現
の
特
徴
を
見
て
い
く
と
、
尊
敬
表
現
に
お
い
て
は
、
尊
敬
の

補
助
動
詞
は
特
に
会
話
文
で
の
使
用
が
特
徴
的
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
語
の
会
話
に
お
い
て
は
尊
敬
表
現
が
重
要
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
補
助
動
詞
に
限
ら
ず
本
動
詞
の
場
合
に
お
い
て
も
、
尊
敬
表
現
を
使
用
す
る
と
、
動
詞
が
目
的
語
よ
り
も
上
に
置
か
れ

る
日
本
語
的
な
語
順
が
現
れ
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。

（
注
９
）

　

一
方
、
謙
譲
表
現
は
尊
敬
表
現
に
比
較
す
る
と
用
例
数
が
多
い
。
そ
れ
は
、
中
国
語
に
お
い
て
も
「
奉
」
を
用
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
と
も
い
え
よ
う
。
そ
し
て
謙
譲
の
補
助
動
詞
は
地
の
文
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
構
文
的
な
面
で
は
、
目
的
語
が
上
に
来
る
日
本
語

的
な
語
順
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
上
巻
第
一
縁
と
い
う
古
い
話
に
出
現
す
る
２
例
だ
け
で
あ
る
。

　

尊
敬
の
補
助
動
詞
の
使
用
は
少
な
く
、
一
方
謙
譲
の
補
助
動
詞
の
使
用
は
多
い
。
そ
し
て
尊
敬
の
場
合
に
は
、
そ
の
補
助
動
詞
が
動
詞
の

下
に
置
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
謙
譲
の
補
助
動
詞
は
動
詞
の
上
に
置
か
れ
返
読
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
人
々
の

意
識
の
中
に
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
と
謙
譲
の
補
助
動
詞
と
で
は
そ
の
扱
い
に
異
な
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

注
１　

こ
の
箇
所
の
訓
み
下
し
に
つ
い
て
は
、
新
全
集
と
同
じ
校
注
者
（
中
田
祝
夫
）
に
よ
る
『
日
本
古
典
文
学
全
集　

日
本
霊
異
記
』　

（
一
九
七
五
年

　

小
学
館
）
と
の
異
同
は
な
い
。

日
本
文
学
ノ
ー
ト　

第
四
十
八
号

－126－



２　

『
日
本
霊
異
記
』
の
読
み
下
し
文
を
掲
げ
る
場
合
は
こ
の
新
全
集
に
よ
る
。

３　

『
日
本
霊
異
記
』
の
索
引
で
あ
る
春
日
和
男
・
原
栄
一
編
『
説
話
の
語
文
─
日
本
霊
異
記
漢
字
索
引
─
』（
桜
楓
社　

一
九
七
五
年
）
と
藤
井
俊
博

編
『
日
本
霊
異
記
漢
字
索
引
』（
笠
間
書
院　

一
九
九
九
年
）
を
利
用
し
た
。

４　

湯
澤
幸
吉
郎
『
室
町
時
代
の
言
語
研
究
』（
一
九
二
九
年　

大
岡
山
書
店
、
一
九
八
一
年　

風
間
書
房
）
112
頁
や
、『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』

の
用
例
参
照
。

５　

他
に
新
全
集
と
集
成
と
が
「
つ
か
ま
つ
る
」
と
訓
ん
で
い
る
例
が
１
例
（
下
巻
第
三
十
縁
）
あ
る
。
こ
の
箇
所
を
新
大
系
は
「
た
て
ま
つ
る
」
と

す
る
。

６　

私
の
調
査
と
は
用
例
数
が
異
な
る
。
松
下
論
文
か
ら
は
ど
の
用
例
が
補
助
動
詞
で
あ
る
の
か
判
断
で
き
な
い
。

７  

ど
の
用
例
か
わ
か
ら
な
い
。

８  

こ
の
例
は
先
に
扱
っ
た
「
賂
奉
」
の
用
例
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

９　

漢
文
的
な
文
章
に
お
け
る
日
本
語
的
語
順
と
敬
語
や
会
話
文
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
既
に
池
上
禎
造
先
生
が
「
真
名
本
の
背
後
」（『
国
語
国

文
』
第
十
七
巻
四
号　

一
九
四
八
年
、
後
に
『
漢
語
研
究
の
構
想
』　

岩
波
書
店　

一
九
八
四
年　

所
収
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
さ
り
げ
な
く
述

べ
て
い
る
。

漢
字
を
用
い
た
文
献
は
多
く
、
破
格
と
い
わ
れ
る
も
の
も
中
古
の
公
家
日
記
か
ら
あ
ら
わ
れ
は
す
る
が
、
そ
れ
は
敬
語
と
か
対
話
を
写
す
時
な

ど
に
多
く
、
少
な
く
と
も
語
序
を
勝
手
に
し
よ
う
と
意
図
は
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
引
用
は
『
漢
語
研
究
の
構
想
』
に
よ
る
。
183
頁
。
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